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 低学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年 

知識・技能 

・自分の生活につい

て、身近な人・物・事と

すすんで関わり、自分

とのつながりに気付く

子ども。 

・地域の様子につい

て、人々が連携・協力し

合っていることを調

べ、よりよい町づくり

の視点から共感的に理

解している子ども。 

・東京都の様子につい

て、人々が連携・協力し

合っていることを調

べ、安全でより豊かな

生活を重視する視点か

ら共感的に理解してい

る子ども。 

・国土や産業の様子につ

いて、様々な人々が相互

に関係し合っていること

を調べ、持続可能な環境

を保持・発展させる視点

から共感的に理解してい

る子ども。 

・政治や歴史、外国との関

わりについて、様々な

人々が相互に関係し合っ

ていることを調べ、多様

な価値を尊重する視点か

ら共感的に理解している

子ども。 

思考・判断・

表現 

・身近な人・物・事と自

分との関わりを捉え、

自分らしく表現できる

子ども。 

・見いだした問題を解

決する活動を通して、

社会的事象の特色や意

味を考え、自分の言葉

で表現できる子ども。 

・見いだした問題を解

決する活動を通して、

社会的事象の特色や意

味を考え、自分との関

わりから表現できる子

ども。 

・見いだした問題を解決

する活動を通して、社会

的事象の特色や意味を多

角的に考え、多様な立場

から表現できる子ども。 

・見いだした問題を解決

する活動を通して、社会

的事象の特色や意味を多

角的に考え、相互のつな

がりから表現できる子ど

も。 

主体的に学

習に取り組

む態度 

・身近な人・物・事に自

ら働きかけ、自分の生

活をよりよくしようと

する子ども。 

・よりよい地域社会を

創るためにこれからも

関わり続けようとする

子ども。 

・よりよい地域社会を

創るためにこれからも

関わり続けようとする

子ども。 

・よりよい社会のあり方

を考えたり、自らもより

よい社会を創ろうとした

りする子ども。 

・よりよい社会のあり方

を考えたり、自らもより

よい社会を創ろうとした

りする子ども。 

 

学校教育目標 

○心もからだも健康な子ども 

◎よく考え実行する子ども 

○なかよくはげましあう子ども 

児童の実態 

〇めあてをもとに、見通しをもって、問題解決

的に学習を進める工夫を充実させる必要が

ある。 

〇子どもの問題意識や目的意識を高め、すすん

で学ぶ力を育てる必要がある。 

今日的な課題 

〇多様な人々と協働しながら社会

的変化を乗り越え、豊かな人生を

切り拓き、持続可能な社会の創り

手となることができるようにす

ることが求められている。 

研究主題 

ウェルビーイングを重視した持続可能な社会の創り手となる子どもの育成 

 
研究の仮説 

主に社会科・生活科の学習において、教材の開発や提示の仕方を工夫し、育てたい子ども像を明確にした上で、

獲得した知識や技能を活用して、社会的事象の特色や相互の関連、意味等について協調的に考えを深め広げる活動

を充実するとともに、社会の在り方や変化、自らの社会との関わり方について考えられるようにしたり、見いだし

た考えの変容を価値付けたりすることで、ウェルビーイングを重視した持続可能な社会の創り手となる子どもが育

つであろう。 

研究構想図 


